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研究成果の概要（和文）：海洋環境中に存在するプラスチックは，海岸で紫外線等に暴露されることで急激に劣化・微
細化し，マイクロプラスチックになる．本研究は，プラスチックが海岸に漂着してから再漂流するまでの滞留時間を計
測し，その決定要因を明らかにするものである．
海岸漂着プラスチックは，海浜近くの流れや波により再漂流して指数関数的に減少していた．このことから線形システ
ム解析に基づいたマイクロプラスチック（MP）の発生量の評価手法を構築した．さらに，海岸漂着プラスチックの動き
を調べることで，海浜流が再漂流に寄与していることを明らかにし，海浜流の水平スケールや発生確率が滞留時間を決
定する重要な指標であることを示した．

研究成果の概要（英文）：Plastics in the marine environment rapidly break down due to the light-induced 
degradation and biodegradation on a beach, and thus would become microplastics. In this study, we have 
investigated a residence time of plastics on a beach and factors determining the residence time.
Plastics were backwashed offshore due to nearshore hydrodynamics, and their remnants decrease 
exponentially. As an application of exponential decay of plastics, we have established a method for 
evaluating an amount of microplastics generated on a beach based on a linear system analysis. On the 
other hand, remnant plastics were moved corresponding to the nearshore current pattern. This indicates 
that the nearshore currents would contribute to the backwash of plastic from the beach. We conclude that 
the horizontal scale of nearshore current structure and frequent of nearshore current occurrence are 
important indexes for estimating the residence time of plastics on the beach.

研究分野： 海岸工学

キーワード： 海洋プラスチック　滞留時間　線形システム解析　海岸清掃効果　海浜流　和田浜海岸
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１．研究開始当初の背景
 プラスチック製の海
系への脅威として認識されている
PNAS
染は，プラスチックが
微 細 化 し ， マ イ ク ロ プ ラ ス チ ッ ク
（microplastics; 
化の一途をたどる
ックの劣化・微細化が急速に進行するため、
MP の主要な発生源であると認識されている
（Andrady, 
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波等の作用により再び沖合に流出する（再漂
流する）。従って、海洋中でのプラスチック
の輸送過程や
らが海岸
滞留時間が重要なパラメータとなるが、研究
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２．研究の目的
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地調査（以下、個体識別調査）を実施して残
余数を計量した．
加えて，滞留時間の決定要因を明らかにする
ため，各々のプラスチックの漂着位置をハン
ディ
の動きを調べるとともに，海岸背後の山頂に
ビデオカメラを設置して和田浜海岸沖合の
海浜流動場
 
４．研究成果
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こと、
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漂流過程
にした
要を示す。
 
(1) 各調査時に新規発見されたプラスチック
を 1
初期数で除
味深いことに、どの群の残余率も指数関数的
に減少していた
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ケールに依存することが示唆された。今後、
これらをパラメータとして滞留時間を推定
するためのモデルを構築していく予定であ
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